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て、閉じた安全なSNSである「By Talk for School」




























































































































分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
＋ ○○○○○○ ○ ○○○○ ○ ○ ○○
－ ● ● ●●●● ●●● ●●●● ●●
表４　12月の個別指導における実態
分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
＋ ○○○○○○○○○○ ○ ○○○○○○ ○




































































































への ICT活用を指導する。 ２ ３
C－２　通級指導教室・特別支援学級の
児童への ICT活用を指導する。 ２ ４
C－３　特別支援学校の児童への ICT活
用を指導する。
２ ２
C－４　個々の障害の特性や社会経験等
を考慮して、適切なツール・アプリの選
択、指導上の工夫をする。
２ ３
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の準備・評価などに ICTを活用する能力の項目で
は、４項目中３つが最高点の４であり、対象事例を
通して、「教育効果をあげる機器の利用」「教材や資
料収集のための活用」「掲示資料作成の活用」は、
どれも実際に行ったことであり、座学では学ぶこと
ができない学びになったと考えられる。
また、Ｂの授業中に ICTを活用して指導する能
力においては、４項目中３項目で最高点の４であ
り、２から４と点数の伸びも大きい。「興味・関心
を高めるために」「障害の状態や発達の段階に応じ
て活用」「知識の定着を図るために」の点は、対象
児の支援にあたって苦慮したところであり、工夫を
重ねて成果をあげた点でもあり、学生にとって自己
の指導能力の向上が自覚できたと考えられる。
さらに、Ｃの「通級指導教室の児童への ICT活
用指導」、Ｄの「自立した生活を行うための支援機
器活用」も２から４へと点数が伸びている。Ｃにつ
いては、対象児が通級指導教室に通級していたの
で、当然該当するのであるが、Ｄについては、学習
面の活用だけでなく、生活面での支援に実際に活用
を試みたので、学生にとって、自立した生活と、具
体的な支援が結びついたことの成果であるとも考え
られる。
以上のように、「魔法のプロジェクト」に参加し
支援者としてかかわり対象児の変容を実感できたこ
とにより、学生の ICT活用指導能力向上の成果が
示された。
本学生は、大学卒業後、特別支援学校に勤務して
いるが、担当クラスで積極的に先輩職員にも ICT
活用の有効性を提案し実践している。
４．まとめ
短期大学での発達障害に関する科目において、初
めて ICT活用の導入を試みた。スマートフォンを
使いこなす世代の学生にとってタブレット端末の操
作スキルについては、混乱なくスムーズであり、興
味関心も高く演習に参加した。
特別支援学校での実習も経験しており、発達障害
のある子どもの疑似体験も行った上で演習を実施し
たので、「どんな障害特性に」「どのような支援を目
指して」この活用を行うのかというイメージを持つ
ことができたと考える。そのイメージに基づき、子
どもたちに、他の方法ではできない支援が可能にな
ると理解し、実際に支援の立場に立った時にも、ぜ
ひ ICT活用を行いたいという強い動機付けに至っ
たのであろう。
ただ、短時間での学習であったので、個々の状態
に応じた支援の提供については、今後の課題であ
る。しかし、すでに ICT活用のイメージを持つこ
とができているので、目の前の子どもたちの支援の
ための活用への意欲も高い。実態を細やかに把握で
きるようになれば、個々に応じた使い方もできるよ
うになるであろう。
「魔法のプロジェクト」の対象事例において、持
ち物の自己管理面では、自宅で一人で取り組むとい
う点で継続が難しく、家族の協力を要する課題で
あった。気持ちの表出の点では、ICT機器ならでは
の「時間と空間から離れることができる」利点が功
を奏し、学生との信頼関係を作るツールとなった。
その関係を基盤に、適応が困難な状況に、自ら ICT
機器を活用したプレゼンテーションを行うという
チャレンジに意欲的に取り組めたことは大きな成果
と言える。
文部科学省中央教育審議会から2012年に示された
「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シス
テム構築のための特別支援教育の推進（報告）」の
中で、多様な学びの場の整備が重要であると述べら
れている。この整備の上で、「教育的ニーズに的確
に応える場」であることと「連続性があり柔軟な学
びの場」であることが重要とされている。本事例で
は、ICTを活用して対象児の「教育的ニーズに応
え」、通常の学級と通級指導教室が連携した「学び
の場の連続性」を高めることができた。これからの
インクルーシブ教育システム進展において、ICT活
用ならではの、このような取り組みの必要性が示唆
D　情報モラルなどを指導する能力
D－１　障害のある児童生徒がインター
ネットや携帯電話などを、自立した生活
を行うための支援機器として活用できる
よう指導する。
２ ４
D－２　情報のユニバーサルデザインを
意識しつつ、個々の児童生徒の実態に応
じた情報モラルを身につけることができ
るように指導する。
２ ３
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された。特別支援教育に携わり、通常の学級との連
携も担うことになる本学の学生に、このような取り
組みの必要性を伝えていくことが重要である。
また、学生にとって、授業で学んだ ICT活用を
実際に子どもとかかわりながら実践できたことの意
義は大きい。「子どもの特性」と「機器の特性」を
つなげて有効な支援を行うためには、両方の点につ
いての指導能力が求められる。ひとりの事例を継続
して、子どもの変化に対応しながら、支援を計画し
評価し実施していく、本プロジェクトならではの成
果を得ることができた。
教員養成時においては、このようなPDCAサイ
クルも含めた支援の在り方について伝えることの重
要性が示唆された。
さらに、教師が ICTを活用して指導するだけで
なく、子どもが ICTを活用して自らの障害の障壁
を越えることができるよう教師が指導することが今
後、望まれる課題である。近藤（2016）は、「教室
での ICT活用は、『教えるために教師が使う道具』
から、『自ら学び生きるために生徒が使う道具』へ
変わっていく」「ICT利用を特別なことと捉えるの
ではなく、子どもの学びを最大化するための一般常
識として、教育現場でも準備を整える必要がある」
と述べている。本稿で示した対象事例では、この
『自ら学び生きるための道具』としての活用も試み、
その支援を学生が行うことで道具として有効性を実
感することができた。この視点の ICT活用につい
ても、大学の授業の中でも学生に伝えていくこと
が、教員養成時に必要である。
５．倫理的配慮
個人情報の取扱いには十分配慮し、使用したデー
タから個人が特定されないようにした。事例の保護
者・本人には研究目的のための掲載について許可を
得ている。
謝辞
ご協力いただいたＡ君、Ｉ先生、Ｍ先生及びＳ先
生、魔法のプロジェクトでご指導いただいた先生方
に厚くお礼申し上げます。
引用･参考文献
加藤悦子・内田義人・飯島千恵子・遠藤隆志（2019）．「植
草学園大学での教員養成における ICT活用の可能性
Ⅰ」『植草学園大学研究紀要』，pp. 77-88
国立特別支援教育総合研究所（2018）．『平成30年度特別
支援教育における ICT活用にかかわる指導者研究協議
会（HP）』www.nise.go.jp/cms/9,13326,21,296.html）
近藤武夫編著（2016）．『学校での ICT利用による読み書
き支援─合理的配慮のための具体的な実践』東京：金
子書房
近藤武夫（2018）．｢合理的配慮としての ICT利用と学校
現場での利用促進における要点｣『臨床発達心理実践研
究』第13巻，pp. 35-40
佐藤里美監修（2018）．『特別支援教育ですぐに役立つ！
ICT活用法ソフトバンクによるモバイル端末活用「魔
法のプロジェクト」の選りすぐり』東京：学研
文部科学省（2012）．『共生社会の形成に向けたインクルー
シブ教育システム構築のための特別支援教育の推進
（報告）概要』
文部科学省（2015）．『特別支援学校における ICT活用の
全国調査』
文部科学省（2015）．『教員の ICT活用指導力向上方法の
開発　校内研修リーダー養成のための研修手引き』
文部科学省（2017）．『学校における教育の情報化の実態
等に関する調査結果（平成28年度）〔速報値〕及び平成
30年度以降の学校における ICT環境の整備方針につい
て』
文部科学省（2018）．『特別支援学校教育要領・学習指導
要領解説総則編』東京：開隆堂
文部科学省（2018）．『特別支援学校教育要領・学習指導
要領解説自立活動編』東京：開隆堂
